
使い捨てプラスチック問題

〜解決策としての「リユース革命」〜

国際環境NGOグリーンピース・ジャパン
プラスチック問題担当 大舘弘昌



使い捨てプラスチックとは？



プラスチックごみの約半分は容器包装類

容器包装類の多くは

使い捨て用途

日本の1人当たりの容器包装

プラごみ排出量は

米国に次いで世界第2位。
（国連環境計画「シングルユースプラスチック」

出典 プラスチック循環利用協会プラスチックリサイクルの基礎知識2020」

https:/ w w w .pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf

https://www.oecd.org/environment/waste/policy-highlights-improving-plastics-management.pdf

https://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf
http://www.oecd.org/environment/waste/policy-highlights-improving-plastics-management.pdf


プラスチック製容器包装の生産量は急増

世界のプラスチック製品の生産量の推移（1950年～2015年）
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https://www.oecd.org/environment/waste/policy-highlights-improving-plastics-management.pdf

http://www.oecd.org/environment/waste/policy-highlights-improving-plastics-management.pdf


Based on Ellen MacArthur Foundation© Zero Waste Living Lab by enviu.

2050年までに、4倍以上に増える可能性



使い捨てプラスチック問題

・海洋汚染
・気候変動への影響
・リサイクルシステムが抱える課題



毎年最大1200万トン*

のプラごみが海に流れている
=毎分トラック１台分

プラスチックが劣化し、

微細なマイクロプラスチックに

海に流れ続けるプラスチック



マイクロプラスチックは至る所に

海の生物が誤飲、大気中にも
マイクロプラ、人体への影響も
懸念されている



増え続ける海ごみ



BAUシナリオの場合：2040年までに大幅に増えるプラごみ
管理が行き届かないプラごみ(mismanaged plastic waste)は2040年までに9100

万トン(2016年)から2億3900万トンに増加

The PEW Charitable Trust (2020)

2億3900万トン
(全体の56%)

1億9100万トン
(全体の44%)

リサイクル素材

埋め立て

焼却

燃料化

陸上流出

野焼き

海洋流出

1億2900万トン
(全体の59%)

9100万トン
(全体の41%)



The PEW Charitable Trust (2020)

BAUシナリオの場合：2040年までに海洋流出が約3倍に増加
現状の政府・企業による対策が上手くいったとしても、

BAUからわずか7%しか減らない = 2016年比では大幅に増加

現状の対策



海だけではないプラスチックの問題
プラスチックと気候変動



ライフサイクル全体で排出される温室効果ガス

石油採掘・輸送

精製
プラスチック生産

廃プラ処理
・埋め立て
・リサイクル
・焼却

自然環境に残ったプラ
からメタンが発生
CO2の25倍以上の温室効果ガス )

CIEL, https://www.ciel.org/plasticandclimate/

掘る

作る

使用後

流出した場合

http://www.ciel.org/plasticandclimate/


世界の石油消費の6%がプラスチック生産

2050年に20%到達予想も

The Ellen Macarthur Foundation "The New Plastics Economy: Rethinking the future of plastics" (2016)
CIEL, https://www.ciel.org/plasticandclimate/

プラスチック生産増 =気候危機加速

ライフサイクル全体で
石炭火力発電所189基分の
C O2を排出(CIEL, 2019)

http://www.ciel.org/plasticandclimate/


プラスチック増産に未来を託す石油業界

REUTERS: https://www.reuters.com/investigates/special-report/health-coronavirus-plastic-recycling/

石油石業油界業界 プラスチック

プラごみ削減への
資金はわずか

http://www.reuters.com/investigates/special-report/health-coronavirus-plastic-recycling/


リサイクルをすれば良いのか？

リサイクル神話と崩壊したリサイクルシステム



これまで世界で生産されたプラスチックのうち

リサイクルされたのは、わずか９％

( 12%は焼却、79%は埋立もしくは自然界に)

世界のプラスチックリサイクル

SINGLE-USE PLASTICS A Roadmap for Sustainability,2018 UNEP 

Adapted from Geyer, Jambeck, and Law, 2017; Jambeck et al., 2015



世界のプラスチック容器包装全体でリサイクルのために回収されるのは 14％

効果的なリサイクル(Closed-Loop Recycle)がされているのは2%
（エレンマッカーサー財団）

さらに困難なプラ容器包装のリサイクル

リサイクル優等生とされる日本のペットボトル
もボトルからボトルに変わるのは回収された
うち、10数%程度

→一度だけでなく何度も回収・リサイクルを
繰り返すのはさらに大変

The Ellen Macarthur Foundation "The New Plastics Economy: Rethinking the future of plastics" (2016)



回収されたプラごみ処理の内訳 (年間900万トン)

“有効利用率”84% (埋め立て・単純焼却を除く)

マテリアルリサイクル
(再利用)

23%

出典 プラスチック循環利用協会 https:/ w w w .pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf

ケミカルリサイクル

4%

埋め立て・単純焼却

16%

サーマルリサイクル（熱
回収）

56
%

リサイクルといっても
ほとんど燃やされている

https://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf


回収されたプラごみ処理の内訳 (年間900万トン)

“有効利用率”84% (埋め立て・単純焼却を除く)

マテリアルリサイクル
(再利用)

23%

循環利用協会 https:/ w w w .pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf

ケミカルリサイクル

4%

埋め立て・単純焼却

16%

出典 プラスチック

サーマルリサイクル（熱
回収）

56
%

「マテリアルリサイクル 」の内訳

23% 208万トン)のうちの約4割が
東南アジアなどに輸出されている。

国内でマテリアルリサイクル処理されているのは、回収
されたプラごみ全体の13%

リサイクルといっても
ほとんど燃やされている

https://www.pwmi.or.jp/pdf/panf1.pdf


「リサイクル処理のため」
主要な先進国から輸出された廃プラスチックの量

GAIA Discarded https://wastetradestories.org/

https://wastetradestories.org/


日本は米国やドイツと並んで、トップ３の廃プラ輸出大国

以前は中国が多くの廃プラを世界中から引き受けていたが、2018年に
全面的に禁輸。

その後は、マレーシア、タイ、インドネシアなどの東南アジア諸国や
トルコなどに廃プラスチックの輸出が拡散した

行き先はマレーシアなどの東南アジア諸国



中国で起きていた環境汚染と健康被害が
東南アジアなどでも起きている



マレーシアに送られた日本の廃プラスチック

マレーシアに輸出している

廃プラの量は26万トン(2019年)





環境汚染と健康被害が
東南アジアなどで起きている





放置された廃プラが今も引き起こす環境汚染



バーゼル法改正合意 2019

新規制スタート 2021

2021年1月1日以降〜：
● 廃プラ（プラごみ）がバーゼルの規制対象廃棄物にバーゼル条約の規制
対象となる廃プラを輸出する際、事前に輸入国の同意が必要に



● 2019年〜2021年の1月と2月を比較

2021年最新の状況は？

日本の廃プラ輸出量(1月と2月）

2019年
1月 5.4万トン
2月 7.5万トン

2020年
1月 4.9万トン
2月 6.6万トン

2021年
1月 2.5万トン
2月 3.5万トン

参照：財務省統計



・先進国が途上国に残した傷跡は大きく、現在も問題のある廃プラ輸出は 無く
なったわけではない。

また、現在も問題の抱えた輸出は世界的に続いている。

・輸出できなくなった、国内に溜まっている廃プラの処理は？
焼却頼りでいけない。



プラを減らすために他の使い捨てに変える、
は本質的な取り組みではない

他の素材への切り替え



プラスチック以外の素材に変えること



プラスチックから紙への移行

・世界で森林破壊を加速してしまうリスク

植物由来
・植物由来(ex.サトウキビ・トウモロコシ)の
プラスチックの大部分は農作物に由来。農作物は
土地利用の変化等を促進し、食品用途との競合リスク

生分解性
・生分解性プラスチックは、基本的に自然環境では
分解せず、高い温度と湿度の条件下で管理された
環境が必要

他素材の移行は、ほんの短い間しか使われず、
資源を浪費し続ける「使い捨てのモデル」を今後も維持強化する

他素材に移行(バイオプラや紙など)



Time to Rethink&Act

システムチェンジが必ず必要



The PEW Charitable Trust (2020)

Business as Usual (無対策)

現状の対策

システムチェンジ

システムチェンジの達成により、
BAUシナリオと比較して海洋流出を80%削減できる



The PEW Charitable Trust (2020)

リサイクル中心から、
川上対策の徹底を行うことでシステムチェンジが可能



The PEW Charitable Trust (2020)

撤廃(Eliminate) + リユース(Reuse)

が30%で、最大の割合

リデュース(撤廃+リユース)が一番大きな割合を占める



リユース革命

~使い捨てからの脱却~



リサイクルや他素材への移行は対策として限定的な役割でしかない

使い捨て容器包装そのものからの脱却が必要



世界的な「脱使い捨て」の高まり
～使い捨てからシステムチェンジへ～

2021年2月22日からの第5回国連環境総会（UNEA-5）での議論に先立ち

世界の188の環境保護団体が、環境汚染をもたらす使い捨て製品生産を支

えるシステム変えるよう各国政府に呼びかけた。

使い捨て製品が自然環境、野生生物、人々の健康、脆弱な地

域社会に与えている甚大な影響についてまとめた
『使い捨てからシステムチェンジへ（From Single Use to Systems Change）』

https://canopyplanet.org/single-use-to-systems-change/


１兆円以上のビジネス機会創出

REUSEビジネス



自宅でリフィル
Refill At Home

自宅で容器返却
Return FromHome

外出先でリフィル
Refill On The Go

外出先で容器返却
Return On The Go

４つのリユースモデル

エレンマッカーサー財団
https://www.ellenmacarthurfoundation.org/assets/downloads/Reuse.pdf

https://www.ellenmacarthurfoundation.org/assets/downloads/Reuse.pdf


Bluelandブルーランド(米国)

石鹸・洗剤・洗浄用品を固形タブレットでリフィル
→ 石鹸・洗剤などのプラ容器ゴミが出ない

25粒で25ボトル分

https://www.blueland.com/

自宅で
リフィル

リユースモデル

https://www.blueland.com/


Beviベビ(米国）自宅で
リフィル

リユースモデル

by Humankind
バイヒューマンカインド（米国）

https://hypebae.com/tags/by-humankind

https://www.beveragedaily.com/Article/2020/03/05/Bevi-cuts-150-million-bottles-and-cans-from-the-workplace

https://hypebae.com/tags/by-humankind
https://www.beveragedaily.com/Article/2020/03/05/Bevi-cuts-150-million-bottles-and-cans-from-the-workplace


豆、米、洗剤などの量り売り自動販売機
➔各種パッケージごみが出ない

・マイ容器で必要な量だけ購入
・パッケージ代がかからない

Algramoアルグラモ(チリ)

https://www.indiegogo.com/projects/the-venture-algramo-chile#/

外出先で
リフィル

リユースモデル

電気三輪自動車で、
移動式の量り売り販売も開始

http://www.indiegogo.com/projects/the-venture-algramo-chile%23/
http://www.indiegogo.com/projects/the-venture-algramo-chile%23/


Waitroseウェイトローズ(英国)

・洗剤、お酒、小麦などの量り売り
・野菜・果物などもプラパッケージなし

@Greenpeace

@Greenpeace

@Greenpeace

外出先で
リフィル

リユースモデル



Dispatchディスパッチ（英国）

Muuse (シンガポール）

https://www.fastcompany.com/90555891/youre-generating-so-much-waste-with-your-food-deliveries-what-if-it-came-in-reusable-containers-instead?partner=rs 

s&utm_source=rss&utm_medium=feed&utm_campaign=rss+fastcompany&utm_content=rss?cid=search

Muuse提供

自宅で
容器返却

リユースモデル

https://www.fastcompany.com/90555891/youre-generating-so-much-waste-with-your-food-deliveries-what-if-it-came-in-reusable-containers-instead?partner=rss&utm_source=rss&utm_medium=feed&utm_campaign=rss%2Bfastcompany&utm_content=rss%3Fcid%3Dsearch
https://www.fastcompany.com/90555891/youre-generating-so-much-waste-with-your-food-deliveries-what-if-it-came-in-reusable-containers-instead?partner=rss&utm_source=rss&utm_medium=feed&utm_campaign=rss%2Bfastcompany&utm_content=rss%3Fcid%3Dsearch


・沖縄で体験！リユースできるテイクアウト容器のシェアリングサービス「Re＆Go」を使ってみた

https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/story/2021/01/23/49982/

Nissha提供

日本でも始まるリユース容器の仕組み
→弁当や飲み物の容器ごみが出ない

Re&Go (Nissha株式会社 & NECソリューションイノベータ株式会社)

https://www.greenpeace.org/japan/sustainable/story/2021/01/23/49982/


https://cehub.jp/news/loop-japan-takeout-bento/ 

https://cehub.jp/news/loop-japan-launch-website/

大手ブランドの商品をリユース容器で購入できる
➔中身を使ったら宅配業者やお店に返却するだけ

日本では25社が参画(2021年5月〜)。

Loop (米国)

https://cehub.jp/news/loop-japan-takeout-bento/
https://cehub.jp/news/loop-japan-launch-website/


https://www.ellenmacarthurfoundation.org/publications/reuse

1兆円以上の経済規模を持つ

REUSEビジネス
(世界のプラ製容器包装のうち20%がリユースに切り替わった場合)

リユースビジネスの6つの利点

http://www.ellenmacarthurfoundation.org/publications/reuse
http://www.ellenmacarthurfoundation.org/publications/reuse


衛生面に対する懸念と保健衛生専門家の声

Greenpeace, “Over 125 health experts sign onto statement on the safety of reusables during COVID-19”

● 使い捨て製品がリユース製品よりも本質的に安全とはいえない

● 基本的な衛生管理を行うことで、リユースの仕組みは安全に利用できる

元米国立衛生研究所フォガティ国際センター研究部長、マーク・ミラー博士

「公衆衛生の話をするときは、地球環境を汚さないという概念も含めるべきです。新型
ウイルスの感染症対策で使い捨てプラスチックの利用をむやみに推進すると、マイ
バッグ、リユース容器等を安全に利用した場合に比べて、地球環境や引いては食料
供給にまで深刻な影響を与えます」



日本でリユース革命を起こすために



5月27日「リユース革命！
容器包装から始まるサーキュラーイノベーション」開催

グリーンピース・ジャパン&地球・人間環境フォーラム主催

国内最大の容器包装分野における
「リユース」イベント

東京都環境局・京都府亀岡市後援

800名近くのお申し込み
企業、メディア、自治体、市民、研究者 etc.

国内外から10名の登壇者
自治体、リユース企業、団体





企業にできること



1. 使い捨てプラスチックの総排出量を開
示

2. 大幅削減の目標を立てる (ex. 2025年までに半減)

3. 削減・リユースを中心としたロードマップの開示

4. リユースをメインストリームにするため各セクターと協力

大量の使い捨てプラスチック排出をしている事業者



その他：

メッセージの発信
リデュースの徹底(川上対策)を伝える

貴社の事業に直接関係なくとも、川上対策に取り組む必要性を伝えていくこと。
その上で、貴社の事業が全体の中でどのくらいの役割を果たせるのか。限界や
課題も含めて発信していく。

広報活動
リユース関連の事業者や団体と連携して、プロジェクトを行えない
か検討する



Thank you!


